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図や一部文章は当該高専 HP及び当該高専が作成する資料より引用 

沼津工業高等専門学校 HP：https://www.numazu-ct.ac.jp/ 

沼津工業高等専門学校概要： 

http://www.numazu-ct.ac.jp/wp-content/uploads/01college/6magazine/gaiyou2020.pdf 
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＊アクセス(図 1 は沼津高専学校概要より引用) 

〒410-8501 静岡県沼津市大岡 3600 

 

図 1 アクセスマップ 

 

＊特色(一部文章は沼津高専 HP より引用) 

・本科は、機械工学科、電気電子工学科、電子制御工学科、制御情報工学科、物質工学科

の 5 学科編成 

・JABEE 認定校である 

・専攻科は、総合システム工学専攻 1 専攻に対して、環境エネルギー工学コース、新機能

材料工学コース、医療福祉機器開発工学コースの 3 コース制 

・医用技術者を養成する社会人講座“富士山麓医用機器開発エンジニア養成プログラム（通

称 F-met）”を主催し、医用関係の産業が盛んな静岡県東部地域の振興に貢献している。 

 

＊教育目標・教育理念(一部文章は沼津高専 HP より引用) 

https://www.numazu-ct.ac.jp/
http://www.numazu-ct.ac.jp/wp-content/uploads/01college/6magazine/gaiyou2020.pdf


 

教育理念 

「人柄のよい優秀な技術者となって世の期待にこたえよ」 

 

教育目的 

豊かな人間性を備え、社会の要請に応じて工学技術の専門性を創造的に活用できる技術者

の育成を行い、もって地域の文化と産業に寄与すること。 

 

教育方針 

・低学年全寮制を主軸とするカレッジライフを通じて、全人教育を行う。 

・コミュニケーション能力に優れた国際感覚豊かな技術者の養成を行う。 

・実験・実習及び情報技術を重視し、社会の要請に応え得る実践的技術者の養成を行う。 

・教員の活発な研究活動を背景に、創造的な技術者の養成を行う。 

 

学習・教育目標 

学生が以下の能力、態度、姿勢を身に付けることを目標とする。 

・技術者の社会的役割と責任を自覚する態度 

・自然科学の成果を社会の要請に応えて応用する能力 

・工学技術の専門的知識を創造的に活用する能力 

・豊かな国際感覚とコミュニケーション能力 

・実践的技術者として計画的に自己研鑽を継続する姿勢 

 

養成すべき人材像 

社会から信頼される、指導力ある実践的技術者 

 

各専門学科・教養科の教育目的 

機械工学科 

機械や装置ならびにこれらに関連するシステムの開発・設計・製造の分野において、自

ら考え行動できる実践的な技術者を養成すること。 

 

電気電子工学科 

電気エネルギー・エレクトロニクス・情報通信の開発・設計・製造・運用の分野におい

て、自ら考え行動できる実践的な技術者を養成すること。  

 

電子制御工学科 

電気・機械・情報工学のシステム統合技術の分野において、自ら考え行動できる実践的



な技術者を養成すること。 

 

制御情報工学科 

コンピュータを応用したシステムの設計・製造・運用の分野において、自ら考え行動で

きる実践的な技術者を養成すること。 

 

物質工学科 

化学工業・ファインケミカル・食品工業等の生産技術や研究開発の分野において、自ら

考え行動できる実践的な技術者を養成すること。 

 

教養科 

専門学科の教科を学ぶに必要な基礎学力を身に付けさせ、健全な技術者に求められる幅

広い教養と人間性を育成すること。 

 

専攻科の学習・教育目標 

専攻科 

Ａ．社会的責任の自覚と地球・地域環境についての深い洞察力と多面的考察力 

（Ａ－１）「異なる文化、価値観」や「自然との調和の必要性」を理解し、工学技術上の課   

題に対して地球・地域環境との調和を考慮し行動することができる。 

（Ａ－２）「工学倫理」および「社会問題に対して技術者の立場から適切に対応する方法」  

を理解し、行動することができる。 

Ｂ．数学、自然科学及び情報技術を応用し、活用する能力を備え、社会の要求に応える姿   

勢 

（Ｂ－１）数学、自然科学及び情報技術の知識を、環境エネルギー工学、新機能材料工学、  

医療福祉機器開発工学等の複合・融合領域に派生する社会的ニーズに応えるた 

めに活用することができる。 

Ｃ．工学的な解析・分析力及びこれらを創造的に統合する能力 

（Ｃ－１）機械工学、電気電子工学、情報工学、応用化学、生物工学、材料工学などの専 

門知識を身に付け、これらの技術を複合的に活用して、環境エネルギー工学、 

新機能材料工学、医療福祉機器開発工学等の分野に創造的に応用することがで 

きる。 

（Ｃ－２）工学的に解析・分析した情報やデータをパソコン等により整理し、報告書にま 

とめることができる。 

（Ｃ－３）社会のニーズに応えるシステムを構築するために、エンジニアリングデザイン 

を提案できる。 

Ｄ．コミュニケーション能力を備え、国際的に発信し、活躍できる能力 



（Ｄ－１）日本語で、自己の学習・研究活動の経過を報告し、質問に答え、議論すること 

ができる。 

（Ｄ－２）自己の研究成果の概要を英語で記述し、発表することができる。 

Ｅ．産業の現場における実務に通じ、与えられた制約の下で実務を遂行する能力並びに自 

主的及び継続的に自己能力の研鑽を計画的に進めることができる能力と姿勢 

（Ｅ－１）工学技術に関する具体的な課題にチームで取り組み、その中で担当する実務を 

適切に遂行することができる。 

（Ｅ－２）日常の業務や研究に関連した学会等が発行する刊行物を、定期的・継続的に目 

を通して実務に応用することができる。 

 

環境エネルギー工学コース 

機械工学、電気電子工学、応用物質工学、情報工学などの工学分野を融合複合した、環

境と新エネルギー、エネルギー変換工学及びエネルギー応用工学を中心に深く学修し、総

合システム工学の教育プログラムが目標とする能力を備えた技術者を育成する。 

 

新機能材料工学コース 

機械工学、電気電子工学及び応用物質工学分野を支える基盤材料として、鉄鋼・非鉄・

セラミックス材料、生物材料などを包含して学修し、総合システム工学の教育プログラム

が目標とする能力を備えた技術者を育成する。 

 

医療福祉機器開発工学コース 

機械工学、電気電子工学、情報工学などの工学分野並びに解剖生理学、生体医用工学な

ど医工学分野を融合複合した、医用機器工学、福祉機器工学などを中心に深く学修し、総

合システム工学の教育プログラムが目標とする能力を備えた技術者を育成する。 

 

＊3 つのポリシー 

本科 

【ディプロマ・ポリシー】 

 全課程を修了して 167 単位以上（一般科目 75 単位以上、専門科目 82 単位以上）を修得

し、以下の能力を身につけた学生の卒業を認定する。 

Ａ技術と自然や社会との関わりや技術が関わる社会問題に関する具体的事例について、技  

術者の社会的責任を工学倫理の原則に基づき説明できる能力。 

Ｂ環境エネルギー工学、新機能材料工学、医療福祉機器開発工学等の複合・融合領域に関 

する課題に数学、自然科学及び情報技術の知識を適用できる能力。 

Ｃ機械工学、電気電子工学、情報工学、応用化学、生物工学のうち、いずれかの専門的知 

識を理解できる能力、及び工学的課題を解決するため、必要な情報やデータをハードウ



ェア、ソフトウェアにより収集し、整理できる能力。 

Ｄ自己の学習・研究活動の経過を、専門用語を正しく用いて、報告できる能力、及び自己

の研究等に関する英語の記述や論文を 7 割程度理解でき、自己の研究成果等の概要を英

語でわかりやすくまとめることができる能力。 

Ｅ工学技術に関する具体的課題にチームで取り組む際、チームでの自分の役割を把握して

行動し、活動の進捗状況をメンバーに報告できる能力及び自己の研究に関連する文献を

調査・選択し、講読できる能力。 

 

【カリキュラム・ポリシー】 

ディプロマ・ポリシーに沿って、以下のカリキュラムを編成する。 

Ａ技術と自然や社会との関わりや技術が関わる社会問題に関する具体的事例について、技  

術者の社会的責任を工学倫理の原則に基づき説明できる能力を身につけるため、1～3 年

次に人文・社会科学（社会）に関する科目で国立高等専門学校モデルコアカリキュラム

の規定する到達レベル（以下「Level」という。）Level2（理解レベル）までを、4・5 年

次に Level3（適用レベル）までを身につける。 

Ｂ環境エネルギー工学、新機能材料工学、医療福祉機器開発工学等の複合・融合領域に関

する課題に数学、自然科学及び情報技術の知識を適用できる能力を身につけるため、1～

3 年次に数学および自然科学（物理・化学）に関する科目で Level2（理解レベル）まで

を、4・5 年次に Level3（適用レベル）までを身につける。 

Ｃ機械工学、電気電子工学、情報工学、応用化学、生物工学のうち、いずれかの専門知識

を理解できる能力を身につけるため、5 年間で専門科目 82 単位以上を履修する。また、

工学的課題を解決するために必要な情報やデータをハードウェア、ソフトウェアにより

収集し、整理できる能力を身につけるため、5 年次に卒業研究を履修する。 

Ｄ自己の学習・研究活動の経過を、専門用語を正しく用いて、報告できる能力を身につけ

るため、4・5 年次に人文・社会科学（国語）に関する科目で Level3（適用レベル）まで

を身につけ、5 年次に卒業研究を履修する。また、自己の研究等に関する英語の記述や論

文を 7 割程度理解でき、自己の研究成果等の概要を英語でわかりやすくまとめることが

できる能力を身につけるため、1～3 年次に人文・社会科学（英語）に関する科目で Level2

（理解レベル）までを、4・5 年次に工業英語に関する科目で Level3（適用レベル）まで

を身につける。 

Ｅ工学技術に関する具体的課題にチームで取り組む際、チームでの自分の役割を把握して

行動し、活動の進捗状況をメンバーに報告できる能力を身につけるため、1～5 年次に卒

業研究を除く実験・実習・演習に関する科目 16 単位以上を履修する。また、自己の研究

に関連する文献を講読できる能力を身につけるため、5 年次に卒業研究を履修する。 

 

 



【アドミッション・ポリシー】 

以下の意欲、および学力を有する者を、推薦選抜においては、調査書、推薦書、個人面

接により、学力選抜においては、学力検査、調査書により確認し、受け入れる。 

１．科学技術に興味を持ち、入学後の学習に対応できる基礎学力を有する者。（知識・技能） 

２．科学技術を用いて社会に貢献する意欲の有る者。（主体性をもって多様な人々と協働し  

て学ぶ態度） 

３．科学技術の役割、技術者の責任を考えられる者。（思考力・判断力・表現力等の能力） 

４．他人の意見を聞き、自らの意見を言える者。（思考力・判断力・表現力等の能力） 

 

専攻科 

【ディプロマ・ポリシー】 

 以下の能力を身につけ、専攻科に 2 年以上在学し、所定の単位修得条件の下で合計 62 単

位以上を修得した学生の修了を認定する。 

Ａ社会的責任の自覚と地球・地域環境についての深い洞察力と多面的考察力 

（A-1）「異なる文化、価値観」や「自然との調和の必要性」を理解し、工学技術上の課題  

に対して地球・地域環境との調和を考慮し行動することができる能力。 

（A-2）「工学倫理」および「社会問題に対して技術者の立場から適切に対応する方法」を 

理解し行動することができる能力。 

Ｂ数学、自然科学及び情報技術を応用し、活用する能力を備え、社会の要求に応える姿勢 

（B-1）数学、自然科学及び情報技術の知識を、環境エネルギー工学、新機能材料工学、医 

療福祉機器開発工学等の複合・融合領域に派生する社会的ニーズに応えるために活

用することができる能力。 

Ｃ工学的な解析・分析力及びこれらを創造的に統合する能力 

（C-1）機械工学、電気電子工学、情報工学、応用化学、生物工学などの専門的技術を身に 

つけ、これらの技術を複合的に活用して、環境エネルギー工学、新機能材料工学、

医療福祉機器開発工学等の分野に創造的に応用することができる能力。 

（C-2）工学的に解析・分析した情報やデータをパソコン等により整理し、報告書にまとめ

ることができる能力。 

（C-3）社会のニーズに応えるシステムを構築するために、エンジニアリングデザインを提

案できる能力。 

Ｄコミュニケーション能力を備え、国際的に発信し、活躍できる能力 

（D-1）日本語で、自己の学習・研究活動の経過を報告し、質問に答え、議論することがで

きる能力。 

（D-2）自己の研究成果の概要を英語で記述し、発表することができる能力。 

Ｅ産業の現場における実務に通じ、与えられた制約の下で実務を遂行する能力並びに自主 

的及び継続的に自己能力の研鑽を進めることができる能力と姿勢 



（E-1）工学技術に関する具体的な課題にチームで取り組み、その中で担当する実務を適

切に遂行することができる能力。 

（E-2）日常の業務や研究に関連した学会等が発行する刊行物を、定期的・継続的に目を

通して実務に応用することができる能力。 

 

【カリキュラム・ポリシー】 

ディプロマ・ポリシーに沿って、以下のカリキュラムを編成する。 

１．教育課程を一般科目、コース専門科目、専門共通科目、専門展開科目によって編成す  

る。 

２．一般科目を必修科目（工学倫理、語学系）と選択科目（人文社会科学系）に分類し、 

必修 8 単位のほか、選択 2 単位以上を修得する。 

３．コース専門科目は選択科目（環境エネルギー工学系、新機能材料工学系、医療福祉機 

器開発工学系）のみとし、所属コースのコース専門科目を 10 単位以上修得する。 

４．専門共通科目を必修科目（知的財産）と選択科目（数学、自然科学系）に分類し、必 

修 2 単位のほか、選択 6 単位以上を修得する。 

５．専門展開科目を必修科目（専攻科研究Ⅰ～Ⅲ、専攻科実験、学外実習、実践工学演習） 

と選択科目に分類し、必修 24 単位のほか、選択 10 単位以上を修得する。 

６．設計・システム系、情報論理系、材料・バイオ系、力学系、および社会技術系の 5 科 

目群系に科目を分類した場合、合計 6 科目以上、各群系から 1 科目以上を修得する。 

７．ディプロマ・ポリシーに示される各能力に対応する科目を 1 科目以上修得する。 

  上記７に関し、各能力と授業科目とは以下のように対応する。 

  Ａ社会的責任の自覚と地球・地域環境についての深い洞察力と多面的考察力 

 （A-1）「異なる文化、価値観」や「自然との調和の必要性」を理解し、工学技術上の課   

題に対して地球・地域環境との調和を考慮し行動することができる能力を身に

つけるため、一般科目（人文社会科学系）、コース専門科目（環境エネルギー工

学系）で Level4（分析レベル）までを身につける。 

（A-2）「工学倫理」および「社会問題に対して技術者の立場から適切に対応する方法」を

理解し行動することができる能力を身につけるため、一般科目（工学倫理）、コー

ス専門科目（環境エネルギー工学系、医療福祉機器開発工学系）、専門共通科目（知

的財産）で Level4（分析レベル）までを身につける。 

Ｂ数学、自然科学及び情報技術を応用し、活用する能力を備え、社会の要求に応える能力 

（B-1）数学、自然科学及び情報技術の知識を、環境エネルギー工学、新機能材料工学、医

療福祉機器開発工学等の複合・融合領域に派生する社会的ニーズに応えるために

活用することができる能力を身につけるため、専門共通科目（数学、自然科学系）、

コース専門科目（新機能材料工学系）、専門展開科目（選択）で Level4（分析レベ

ル）までを身につける。 



Ｃ工学的な解析・分析力及びこれらを創造的に統合する能力 

（C-1）機械工学、電気電子工学、情報工学、応用化学、生物工学などの専門的技術を身に

つけ、これらの技術を複合的に活用して、環境エネルギー工学、新機能材料工学、

医療福祉機器開発工学等の分野に創造的に応用することができる能力を身につけ

るため、コース専門科目（環境エネルギー工学系、新機能材料工学系、医療福祉

機器開発工学系）、専門展開科目（専科研究Ⅰ～Ⅲ、選択科目）で Level4（分析レ

ベル）までを身につける。 

（C-2）工学的に解析・分析した情報やデータをパソコン等により整理し、報告書にまとめ

ることができる能力を身につけるため、専門展開科目（専攻科研究Ⅰ～Ⅲ）で

Level4（分析レベル）までを身につける。 

（C-3）社会のニーズに応えるシステムを構築するために、エンジニアリングデザインを提

案できる能力を身につけるため、専門展開科目（選択）、コース専門科目（環境エ

ネルギー工学系、新機能材料工学系、医療福祉機器開発工学系）で Level4（分析

レベル）までを身につける。 

Ｄコミュニケーション能力を備え、国際的に発信し、活躍できる能力 

（D-1）日本語で、自己の学習・研究活動の経過を報告し、質問に答え、議論することがで

きる能力を 

身につけるため、専門展開科目（専攻科研究Ⅰ～Ⅲ）で Level4（分析レベル）ま

でを身につける。 

（D-2）自己の研究成果の概要を英語で記述し、発表することができる能力を身につけるた

め、一般科目（語学系）、専門展開科目（専攻科研究Ⅲ）で Level4（分析レベル）

までを身につける。 

Ｅ産業の現場における実務に通じ、与えられた制約の下で実務を遂行する能力並びに自主 

的及び継続的に自己能力の研鑽を進めることができる能力と姿勢 

（E-1）工学技術に関する具体的な課題にチームで取り組み、その中で担当する実務を適

切に遂行することができる能力を身につけるため、専門展開科目（学外実習、実

践工学演習、専攻科実験）で Level4（分析レベル）までを身につける。 

（E-2）日常の業務や研究に関連した学会等が発行する刊行物を、定期的・継続的に目を

通して実務に応用することができる能力を身につけるため、専門展開科目（専攻

科研究Ⅰ～Ⅲ）で Level4（分析レベル）」までを身につける。 

【コース別カリキュラム・ポリシー】 

コース専門科目は、各コースにおいて下記の方針で編成され、実施される。 

（１）環境エネルギー工学コース 

   機械工学、電気電子工学、応用物質工学、情報工学などの工学分野を融合    

複合した、環境と新エネルギー、エネルギー変換工学及びエネルギー応用

工学を中心に深く学修し、A-1,A-2,C-1,C-3 に対応した能力を Level4（分析



レベル）までを身につける。 

（２）新機能材料工学コース 

機械工学、電気電子工学及び応用物質工学分野を支える基盤材料として、

金属、セラミックス・炭素材料、高分子、生物材料の構造や物性、材料設

計作成法について包括的に学修し、B-1,C-1,C-3 に対応した能力を Level4

（分析レベル）までを身につける。 

（３）医療福祉機器開発工学コース 

機械工学、電気電子工学、情報工学などの工学分野並びに解剖生理学、生

体医用工学など医工学分野を融合複合した、医用機器工学、福祉機器工学

などを中心に深く学修し、A-2,C-1,C-3 に対応した能力を Level4（分析レベ

ル）までを身につける。 

 

【アドミッション・ポリシー】 

以下の意欲、学力及び経験を有する者を受け入れる。 

１．広い視野と深い専門性を身につけて、社会の発展、公衆の福祉に寄与する意欲を有す 

る。 

２．工学教育を受けるために必要な数学、自然科学及び英語の学力を有する。 

３．基礎的な工学について、一定の指導と訓練を受け、実践した経験を有する。 

これらをこれまでの学習成果、自己申告書、推薦書、試験、面接などによって確認する。 

 

＊JABEE(教育プログラム) (一部文章、図、URL は沼津高専 HP より引用) 

沼津工業高等専門学校の第 4 学年及び第 5 学年並びに専攻科は、単一の技術者教育プロ

グラムである総合システム工学プログラムを構成している。 

 本プログラムは 2004 年度より、日本技術者教育認定機構(JABEE)の認定を受けている。 

総合システム工学プログラムとは、高専の第 1 学年～第 3 学年における工学技術の導入教

育の成果を引き継ぎつつ、第 4 学年並びに第 5 学年の体験重視型の早期専門教育、及び専

攻科における研究指導を通じて得られる領域工学(機械工学、電気電子工学、情報工学、応

用化学・生物工学)に関する深い専門性を基に、創造的な知性と視野の広い豊かな人間性を

備えた技術者を育成するとともに、産業社会との学術的な協力を基礎に教育研究を行い、

もって地域社会の産業と文化の進展に寄与することを目的とする教育プログラムである。 

 総合システム工学プログラムは、技術者に求められる基礎能力並びに基礎工学及び専門

工学の知識・能力の育成のため、沼津高専 5 学科(機械工学科、電気電子工学科、電子制御

工学科、制御情報工学科、物質工学科)と専攻科においてそれぞれ定める総合システム工学

要件をカリキュラムの基本とする。 

 本プログラムは、上述の能力を身につけた 21 世紀の社会に求められる技術者を育成する

ために、学生が「沼津高専における『総合システム工学プログラム』について」に定めら



れた能力、及び姿勢、態度を身につけることを、学習・教育の目標とする。 

 下記の図は平成 31年度現在第 4･5学年に在学するものに適用されているカリキュラムで

ある。 

 

図 2 各学科のカリキュラム要件 

 

総合システム工学プログラム要件 

 沼津工業高等専門学校学則第 54条の 2第 2項に基づき総合システム工学プログラム要件

を定め、専攻科生が習得すべき知識・能力を以下に示す。 

 なお、総合システム工学とは、基礎工学並びに環境エネルギー、新機能材料及び医療福

祉機器開発のいずれかの複合領域工学に関する専門的知識・能力を統合した工学をいう。 



１ 基礎工学の知識・能力 

 基礎工学の知識・能力とは、別表 1 に定める「専攻科総合システム工学体系」（以下「工

学体系」という。）の 5 群に区分される科目群からなり、各群の少なくとも 1 科目、合計最

低 6 科目を取得して得られる専攻科の学習・教育目標のＡ～Ｃに対応する知識・能力を意

味する。 

 ① 設計・システム系科目群 （工学体系における基礎工学分類Ⅰ） 

 ② 情報・論理系科目群   （工学体系における基礎工学分類Ⅱ） 

 ③ 材料・バイオ系科目群  （工学体系における基礎工学分類Ⅲ） 

 ④ 力学系科目群 （工学体系における基礎工学分類Ⅳ） 

 ⑤ 社会・技術系科目群  （工学体系における基礎工学分類Ⅴ） 

 

２ 専門工学の知識・能力 

 専門工学の知識・能力とは､専攻科研究、実験、演習、学外実習並びに工学体系において

コース専門科目、専門共通科目及び専門展開科目に分類され、専攻科の学習・教育目標の

Ａ～Ｅに対応する教科目を取得して得られる知識であり、以下に示す能力である。 

① いくつかの工学の基礎的な知識・技術を駆使して実験を計画・遂行し、データを正確 

に解析し、工学的に考察し、かつ説明・説得する能力 

② 工学の基礎的な知識・技術を統合し、創造性を発揮して課題を探求し、組み立て、解  

決する能力 

③ 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し、適切に対応する基礎的な能力 

 

専攻科総合システム工学体系 

 

沼津工業高等専門学校における「総合システム工学プログラム」について 

（構 成） 

１ 沼津工業高等専門学校の第 4 学年及び第 5 学年並びに専攻科は、単一の技術者教育プロ  

グラムである「総合システム工学プログラム」（以下「プログラム」という。）を構成す

る。 

（学習・教育目標） 

２ プログラムは、学生が次に掲げる能力及び姿勢を身に付けることを学習・教育目標とす  

る。 

Ａ．社会的責任の自覚と地球・地域環境についての深い洞察力と多面的考察力 

（Ａ－１）「異なる文化、価値観」や「自然との調和の必要性」を理解し、工学技術上の課  

題に対して地球・地域環境との調和を考慮し行動することができる。 

（Ａ－２）「工学倫理」および「社会問題に対して技術者の立場から適切に対応する方法」 

を理解し、行動することができる。 

https://www.numazu-ct.ac.jp/wp-content/uploads/01college/5disclosure/jabee-taikei.pdf


Ｂ．数学、自然科学及び情報技術を応用し、活用する能力を備え、社会の要求に応える姿  

勢 

（Ｂ－１）数学、自然科学及び情報技術の知識を、環境エネルギー工学、新機能材料工学、 

医療福祉機器開発工学等の複合・融合領域に派生する社会的ニーズに応えるた

めに活用することができる。 

Ｃ．工学的な解析・分析力及びこれらを創造的に統合する能力 

（Ｃ－１）機械工学、電気電子工学、情報工学、応用化学、生物工学、材料工学などの専 

門知識を身に付け、これらの技術を複合的に活用して、環境エネルギー工学、

新機能材料工学、医療福祉機器開発工学等の分野に創造的に応用することがで

きる。 

（Ｃ－２）工学的に解析・分析した情報やデータをパソコン等により整理し、報告書にま 

とめることができる。 

（Ｃ－３）社会のニーズに応えるシステムを構築するために、エンジニアリングデザイン 

を提案できる。 

Ｄ．コミュニケーション能力を備え、国際的に発信し、活躍できる能力 

（Ｄ－１）日本語で、自己の学習・研究活動の経過を報告し、質問に答え、議論すること 

ができる。 

（Ｄ－２）自己の研究成果の概要を英語で記述し、発表することができる。 

Ｅ．産業の現場における実務に通じ、与えられた制約の下で実務を遂行する能力並びに自 

主的及び継続的に自己能力の研鑽を計画的に進めることができる能力と姿勢 

（Ｅ－１）工学技術に関する具体的な課題にチームで取り組み、その中で担当する実務を 

適切に遂行することができる。 

（Ｅ－２）日常の業務や研究に関連した学会等が発行する刊行物を、定期的・継続的に目 

を通して実務に応用することができる。 

 

（総合システム工学要件） 

３ プログラムは、技術者に求められる基礎能力並びに基礎工学及び専門工学の知識・能力  

の育成のため、各学科及び専攻科においてそれぞれ定める総合システム工学要件をカリ

キュラムの基本とするものとする。この場合において、各学科にあっては主要教科目、

専攻科にあっては専攻科総合システム工学要件がそれぞれ対応するものとする。 

（組織と運営） 

４ プログラムは、教務委員会及び専攻科運営委員会において審議され、合意された事項に 

したがって運営される。 

（細 目） 

５ この取扱いのほか、プログラムに関し必要な細目は、別に定める。 

学習・教育目標(実践指針)を達成するために必要な授業科目の流れ 

https://www.numazu-ct.ac.jp/wp-content/uploads/01college/5disclosure/30jabee-jyugyou.pdf


 

＊入試形態(URLは沼津高専 HP より引用) 

[本科]学生募集要項 

[編入]編入学生募集要項 

[専攻科]専攻科学生募集要項 

 

＊試験状況及び偏差値や倍率(図は沼津高専学校概要より引用) 

偏差値 65 

 

図 3 入学者志願状況 

 

＊卒業後の進路状況(図は沼津高専学校概要より引用) 

http://www.numazu-ct.ac.jp/admission/ex_student
http://www.numazu-ct.ac.jp/admission/ex_student
http://www.numazu-ct.ac.jp/admission/ex_transfer
http://www.numazu-ct.ac.jp/admission/ex_transfer
http://www.numazu-ct.ac.jp/admission/ex_advanced
http://www.numazu-ct.ac.jp/admission/ex_advanced


 

図 4 本科卒業生及び専攻科修了生の進路状況 


